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公式

主人公が行うことのできるアルバイトのひとつ「病院の清掃」において、バイト先の稲羽市立病院にて出会う看護士(ナース)。 

本作における「悪魔」コミュの担い手でもある。 

「年上のお姉さん」を絵に描いたような人物だが、それには「性的な意味で」というニュアンスも多分に含まれる。 
興味本位で主人公と交流を持った後、悪戯とも本気とも取れない態度で主人公を誘惑してくる。 

元々「人を助けたい」という意思から看護士職に就き、、仕事に対しても意欲的な彼女だが、いつしか「治っても、死んでも、結局患
者は自分の元からいなくなってしまう」という思いから仕事に対する情熱を失っていき、寂しさ･空しさに覆われた日常を満たす目

的で、勤め先の医師･患者問わず様々な男性と関係を持つようになる。 
稲羽市立病院の前に勤めていた病院からも、それが原因でトバされている。 

しかしある日、前の勤務先で世話をしていた患者の少年が死んでしまったことを知った彼女は、自堕落な生き方を続ける今の自分に
疑問を持つようになる。 

やがて、「出来ることはあったはず」と自問自答する中で仕事に対する士気を取り戻すが、逆に思い詰め過ぎて他人にも過剰に厳し
く当たるようになり、ついには過労で倒れてしまう。ベッドの中で、これも亡くなった少年に対する後ろめたさ･懺悔から「逃げた

い、楽になりたい」と思うゆえの衝動だったと悟る。 

最後に彼女は「出来なかったと思い、諦めていた生き方」をもう一度進むことを決意し、「ここでの自分は、あなたにあげる」とい
う言葉を主人公に残して、病院を去っていった。 
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